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平
成
山
同
年
第
1
固
定
例
会
が
、
2
月
幻
自
か
ら
3
月
日
日
ま
で
の
M
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。こ

の
定
例
会
で
は
、
平
成
日
年
一度
予
算
な
ら
び
に
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案

ω

件
、
千
葉
市
議
会
政
務
調
査
震
の
交
付
に
閲
す
る
条
例
の
制
定
の
議
員
提
出
議
案
1
件
を
密
認

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
日
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
の
組
み
笛
え
を
求
め
る
動
議
と
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
‘
い
ず
れ
も
否
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
意
見
書
9
件
、
請
願
5
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
各
会
派
の
代
表
質
疑
が
ア
名
の
議
員

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
会
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
し

ま
し
た
。

の
し

回
会
ま

策
例
ら

定
あ

「日本の都市公園100滋Jに選ばれた昭和の森の花見風祭(緑区土気町)

議案な主たし可決

新
年
麗

L 
寡億

胃
3央

《
予

算

》

平
成
日
年
度
各
会
計
予
鍔

平
成
問
年
度
予
算
は
、
保
健
・
医
療
・
一
福
祉
、

環
段
、
教
育
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
施
策
の
狐
充

を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
、
公
園
、
下
排
水
な

ど
の
生
活
関
連
施
設
整
備
の
充
実
な
ど
を
重
点

的
に
ほ
推
進
す
る
ほ
か
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
可
能
な
限
り
公
共
事
業
の
事
業
呈

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
者
に

対
す
る
金
融
面
の
支
援
策
な
ど
の
充
実
や
産
業

振
興
の
た
め
の
各
穏
支
媛
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
結
果
、
前
年
度
と
比
絞
し
て
6
・

4
%渚
の
総
額
六
千
六
百
八
十
億
三
千
七
百
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

一
般
会
計
予
算

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
2
・
6
%泡
の
三
千

四
百
=
十
七
億
八
干
万
円
に
、
特
別
会
計
(
企

業
会
計
を
含
む
ゆ
会
計
)
は
、
m
-
7
%培
の

三
千
二
百
五
十
二
億
五
千
七
百
万
円
に
な
り
ま

す
。

平
成
昭
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

国
の
経
済
対
策
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
決
定

に
伴
い
、
l
T諮
問
自
の
た
め
の
情
報
機
器
整
備

費
や
障
害
者
施
設
へ
の
情
報
設
備
整
備
費
、
花

見
川
老
人
セ
ン
タ
ー
湾
整
備
費
、
国
道
整
備
に

係
る
国
直
轄
事
業
負
担
金
お
よ
び
幕
張
メ
ツ
セ

建
設
事
業
負
担
金
な
ど
、
合
わ
せ
て
六
十
二
億

=
千
九
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三

千
四
百
六
十
八
億
九
千
五
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
M
M
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

(
企
業
会
計
を
倉
む
}

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
と
7
宮
罰
金
員

会
計
に
、
合
わ
せ
て
7
億
六
千
万
円
を
追
加
し

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
企
業
会
計
を
含
め
た
特
別
会

計
の
予
算
総
額
は
、
二
千
九
百
六
十
六
億
一
千

六
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

《
条

例

》

千
葉
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

美
浜
区
高
浜
2
丁
目
に
千
葉
市
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

千
葉
市
老
人
徳
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
宕
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
鐙
管
理
条
例
の
一
部
改
正

若
葉
区
北
谷
津
町
に
霊
祭
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を

設
置
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
地
区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

若
葉
区
の
小
倉
台
6
丁
目
地
区
お
よ
び
小
倉
台

地
区
の
地
区
計
画
区
域
を
適
用
範
囲
と
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
議
会
政
務
調
査
践
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
制
定

千
葉
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
、
議
会
の
会
派
に
対
し
政
務

調
査
費
を
交
付
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま

す。《
工
事
請
負
契
約
》

美
浜
長
作
町
線
怖
擁
壁
築
造
工
事
を
九
億
七
千

三
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

《
特
定
事
業
契
約
》

千
葉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
-
計
量
検
査
所

復
合
施
設

P
F
l特
定
事
業
を
、
二
十
二
億
二

千
二
百
万
円
に
物
価
変
動
に
よ
る
泡
減
額
お
よ

び
消
費
税
を
加
算
し
た
額
の
範
囲
内
で
契
約
し

ま
す
。
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常

任

委

員

会

3
月

9
日
に
聞
か
れ
、

議

案
柁
件
、

請

願

5
件

、

を
審
重
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
議
案
を
可
決
し
た

ほ
か
、

請
願

・
陳

情

は
、
採
択
送
付

1
件
、

不
採
択

2
件

、
継
続
審
査

3

件
と
な
り
ま
し
た
。

市
長
提
出

陳

情

1
件

ちぱ市議会だより平成13年(2001年)5同

総
務
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー

-
計
箆
倹
査
所
摘
出
合
総
設
P

F
l
事
業
に
係
る
特
定
事
業
契
約
な
ど
議

案

7
件
、
鯨
情
1
件
を
宮
山
蜜
し
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー

-
計
怠
検
査
所
複
合
胞
設

P

F
l
事
業
一に
係
る
特
定
事
業
契
約
に
関
し
、

事
業
者
の
選
考
経
過
と
反
省
点
お
よ
び
絡

果
に
対
す
る
見
解
や
契
約
金
額
の
内
訳
お
よ

び
賃
借
料
と
委
託
料
の
算
出
恨
拠
な
ど
に
つ

い
て
、
闘
員
自
叫
が
あ
り
ま
し
た
。

V
政
務
調
歪
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
の
陳
情

不
採
択 」一一一一_j

保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
干
一策
市
こ
こ
ろ

の
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
な
ど
議
案
市

件
、
請
願

2
件
を
審
査
し
、
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
闘
し
、
館
設

の
格
談
機
能
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患

者
へ
の
指
導
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

V
隙
蓄
蓄
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
た
め
の
笛

祉
の
充
実
を
も
と
め
る
話
相
願
不
採
択

環境怒設委員会需否問!}(

環
縫
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
美
浜
長
作
町
線

開胤
壁
築
造
工
事
請
負
契
約
な
ど
議
案

6
件
、

請
願

1
件
を
密
室
し
、
美
浜
田
民
作
町
線
燦

霊
祭
造
工
事
請
負
契
約
に
関
し
、
工
事
の

慨
要
、
本
路
線
の
進
妙
状
況
お
よ
び
開
通

完
過
し
、
武
石
町
区
間
の
整
備
予
定
な
ど

に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
市
道
夫
戸
町
・
績
戸
町
線
の
笠
備
鉱
備

に

関

す

る

誘

願

採

択

送

付

経
済
抽
判
明
同
一警
員
会

一
般
会
計
補
正
予
鍔
や
子
葉
市
立
小
学

校
設
還
条
例
の

一
部
改
正
な
と
誘
哀
れ
件
、

請
願

2
件
を
審
査
し
、
子
一葉
市
立
小
学
校

設
箇
条
例
の
一
部
改
正
に
関
し
、
新
設
す

る
小
学
校
の
名
称
を
海
浜
打
瀬
小
学
校
と

決
定
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

抑
制
市
消
防
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
鍔
や
千
葉
市
地
区
計

画
等
の
区
威
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
と
議
案

7
件

を
審
査
し
、

一
般
会
計
繍
正
予
算
申
、
千

索
中
央
港
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関

し
、
地
盤
改
良
工
事
の
内
容
と
返
延
理
由

や
同
区
画
整
理
事
業
区
岡
崎
の
建
ぺ
い
率
と

土
地
の
高
度
利
用
な
と
に
つ
い
て
、
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

少
子
・
尚
齢
化
社
会
対
策
調
査

特
別
委
員
会

1
月
四
日
に
聞
か
れ
‘
高
齢
社
会
に
向
け

た
都
市
環
涜
の
縫
備
に
つ
い
て
、
先
進
市

の
現
地
視
察
な
ど
を
含
め
て
、
調
澄
し
ま

し
た
。

ま
た
、
2
月
四
日
に
閃
か
れ
、
介
護
保
険

制
度
の
実
施
状
況
お
よ
び
児
童
保
健
福
祖
縫

進
計
画
の
提
要
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委

員

長

副

委

員

長

第

一
分
科
会
主
査

同

副
主
査

第
二
分
科
会
主
査

同

副
主
査

向
後

一
夫

前

沢

務

之

木

田

文

代

小

川

智

之

竹

内

悦

子

上
村
井
真
知
子

海浜打~ft小宮F級 (00浜区H・~)

平
成
均
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、

3
月

2

日
に
‘
全
議
員
で
偶
成
す
る
予
算
務
室
特

別
委
員
会

(
2分
科
会
)
を
設
置
し
、
計

8
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、

総
括
質
問
が
、
8
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

3
月
山
田
の
予
鍔
蜜
査
将
別
委
員
会
で

は
、
分
科
会
報
告
の
後
、
各
会
派
の
意
見

一一夜
間
.か
7
名
の
議
員
よ
り
行
わ
れ
、
各
会

計
の
ほ
年
度
予
算
を
原
案
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。な

お
、
次
の

8
項
目
の
指
摘
要
望
事
項

は、

予
算
世
間
査
特
別
委
員
会
が
市
長
に
要

望
し
た
も
の
で
す
。

-圃圃圃・

指

摘

要

望

事

項

現
下
の
短
め
て
隠
し
い
財
政
状
況
に
か
ん

が
み
、
財
源
の
積
回
世
的
な
臨
時
僚
や
効
率

的
な
予
録
制帆
行
に
努
め
、
財
政
の
健
全

性
を
臨
時
保
す
る
こ
と
。

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

財
政
負
担
を
考
庖
し
発
行
規
模
の
抑
制

に
も
意
を
用
い
る
こ
と
。

住
民
塁
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
続
築
に
当
た
っ
て
は
、

個
人
情
報
の

保
護
に
つ
い
て
巡
漏
の
な
い
よ
う
、
シ

ス
テ
ム

・
運
用
両
一回
の
安
全
対
策
に
万

全
を
閉
す
こ
と
。

。
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
指

談
機
能
の
充
実一
や
他
微
関
と
の
返
拐
の

強
化
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
保
護

者
へ
の
支
媛
施
策
の
鉱
発
に
努
め
る
こ

と
。

-

一
般
廃
棄
物
(
ご
み
}
処
理
基
本
計
画

の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
紙
類
や
ベ

ッ

ト
ボ
ト
ル
な
と
の
湾
資
源
化
の
推
進
に
十

分
怠
を
用
い
、
ご
み
の
減
量
化
に
よ
る

焼
却
霊
の
削
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
。

産
業
娠
興
財
団

(仮
祢
)
に
つ
い
て
は
、

産
・
宮
・
学
が
一
体
と
な
り
、
創
業
支

叩
聞
や
中
小
企
業
な
と
へ
の
各
猿
支
媛
事

業
を
展
開
し
、
よ
り
一

一閣
の
市
内
経
済

の
活
性
化
に
努
め
る
こ
と
。

街
区
、
近
隣
な
と
の
身
近
な
公
園
に
つ

い
て
は
、
住
民
要
望
な
と
の
犯
援
に
一

層
努
め
、
利
用
者
の
得
点
に
立
っ
て
塗

備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
自
然
生
態
観
察
公
聞
に
つ
い

て
も
、
事
業
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
。

公
共
下
水
道
警
備
に
つ
い
て
は
、
朱
惜
餌

続
世
一緒
へ
の
指
導
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
私
道
へ
の
管
渠

布
設
の
促
進
に
も
意
を
用
い
る
こ
と
。

児
童
生
徒
、
青
少
年
の
教
育
に
当
た
っ

て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
織
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
よ
り
一

一凶
の
健
全

育
成
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
公
民
館
や
中
央
図
雪
館
・
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
に
も

一
層
の
配
慮
を
す

る
こ
と
。総

括

質

間

主
な
質
問
項
白

。
地
威
信
掴
祉
の
充
実
に
つ
い
て

。
国
民
鑓
康
保
険
に
つ
い
て

。
ワ
ー
ク
ホ
l
ム
と
小
規
模
遜
所
出
限
定
結
設

に
つ
い
て

。
市
内
農
業
の
育
成
に
つ
い
て

。
農
薬
の
空
中
散
布
に
つ
い
て

。
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
-
つ
く
り
に
つ
い
て

。
環
炭
保
全
か
ら
み
た
道
路
建
設
に
つ
い
て

。
教
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

4 

傍聴のご案内

平成1 3年第2固定例会は、 6月25日侭)から7月48~.ゆまでの会期で

ll3かれる予定です。

本会議は、原則として公開していますので、どなたでも傍聴できます。

傍聴は、 本会議の当日、議会練1随で受け付けています。

会議の詳しい日穫は、6月21日制に決まる予定です。

表
紙
に
問削
減
し

ま
し
た
写
百
円は
、
緑

区
土
気
町
に
あ
る
昭

和
の
務
で
の
花
見
の

綴
子
で
す
。

昭
和
閃
年
に
問
図

し
、
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
昭
和
の
森
は
、
平
成
一π年
に

は

「門
口
本
の
都
市
公
園
1
0
0氾
」
に
溜
ば
れ
.

毎
年
2
月
に
、
外
聞出
か
ら
の
沼
鍔
滋
手
な
ど
も
参

加
し
て
の
干

一一凝
固畑
町ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が

行
わ
れ
る
な
ど、

全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま

司
、国

内
に
は
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
や
キ
ャ
ン
プ
協

な
と
も
あ
り
、
展
望
広
忠
か
ら
は
.
退
く
九
十
九

隻
玉
川
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3 問。い
4 会

3tf 
2"先
4 
5読
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課
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